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浄
化
槽
を
お
使
い
の
皆

様
へ
『
法
定
検
査
』
を

受
け
ま
し
ょ
う
！

浄
化
槽
は
、
業
者
に
委
託
し
て
い

る
保
守
点
検
と
は
別
に
、
県
知
事
の

指
定
し
た
検
査
機
関
の
行
う
「
法
定

検
査
」
が
必
要
で
す
。

保
守
点
検
・
清
掃
・
法
定
検
査
と

い
う
三
つ
の
維
持
管
理
が
適
正
に
行

わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
の

生
活
か
ら
排
出
さ
れ
た
汚
水
を
浄
化

し
て
き
れ
い
な
水
を
川
に
流
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。
浄
化
槽
に
よ
る
河
川

の
汚
濁
を
防
ぐ
た
め
、
浄
化
槽
を
設

置
し
て
い
る
方
（
一
般
家
庭
及
び
事

業
者
）
は
１
年
に
１
回
、
浄
化
槽
の

機
能
を
診
断
す
る
た
め
の
検
査
（
法

定
検
査
）
を
受
検
す
る
こ
と
が
法
律

で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

浄
化
槽
法
が
改
正

平
成
17
年
５
月
に
浄
化
槽
法
が
改

正
さ
れ
、
法
定
検
査
を
受
検
し
な
い

場
合
の
県
の
指
導
監
督
が
強
化
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
県
の

命
令
に
従
わ
な
い
場
合
は
30
万
円
以

下
の
過
料
に
処
す
る
こ
と
が
で
き
る

等
の
罰
則
規
定
が
新
た
に
追
加
さ
れ
、

本
年
２
月
１
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

法
定
検
査
の
内
容

浄
化
槽
管
理
者
（
所
有
者
等
）
は
、

浄
化
槽
の
保
守
点
検
や
清
掃
が
適
正

に
行
わ
れ
、
浄
化
槽
の
機
能
が
発
揮

さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る

た
め
、
年
１
回
の
法
定
検
査
を
受
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

浄
化
槽
の
法
定

検
査
は
、
県
知
事

が
指
定
し
た
検
査

機
関
で
あ
る
（
社
）

山
梨
県
浄
化
槽
協

会
が
行
っ
て
お
り

ま
す
。

法
定
検
査
は
、

浄
化
槽
を
使
用
開

始
し
た
後
、
３
ヶ

月
後
に
行
う
検
査

（
７
条
検
査
）
と

毎
年
１
回
行
う
検

査
（
11
条
検
査
）

が
あ
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

富
士
・
東
部
林
務
環
境
事
務
所

０
５
５
４
―
４
５
―
７
８
１
１

（
社
）
山
梨
県
浄
化
槽
協
会

０
５
５
―
２
３
２
―
２
７
６
２

役
場
住
民
福
祉
課
環
境
係

第
11
回
富
士
ふ
れ
あ
い

の
村
ま
つ
り
（
ご
案
内
）

目
　
的

障
害
の
あ
る
方
と
地
域
に

お
住
ま
い
の
方
々
に
交
流
の
場
を
提

供
し
、
一
日
楽
し
く
集
い
、
ふ
れ
あ

い
を
通
じ
、相
互
理
解
を
一
層
深
め
る
。

日
　
時

９
月
17
日

午
前
10
時
〜
午
後
２
時
30
分

場
　
所

富
士
ふ
れ
あ
い
の
村
運
動

場
（
ふ
れ
あ
い
広
場
）（
＊
但
し
、
雨

天
の
場
合
は
、
ふ
じ
ざ
く
ら
養
護
学

校
体
育
館
）
富
士
河
口
湖
町
船
津
６
、

６
６
３
―
一
、
山
梨
赤
十
字
病
院
の

裏主
　
催

山
梨
県
、
富
士
ふ
れ
あ
い

の
村
ま
つ
り
実
行
委
員
会

後
　
援

冨
士
北
麓
・
東
部
地
域
市
町
村

ま
つ
り
の
内
容

・
養
護
学
校
、
福
祉
施
設
、
福
祉
関

係
団
体
及
び
地
域
住
民
等
に
よ
る

演
技
、
演
奏
等
の
発
表
、
作
品
の

展
示
・
即
売

・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
ゲ
ス
ト
に
よ

る
演
技
・
演
奏
な
ど
）

・
模
擬
店
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

・
お
楽
し
み
抽
選
会

お
問
い
合
わ
せ
先

住
民
福
祉
課
福
祉
係

敬
老
祝
金
の
支
給
に
つ

い
て

対
象
者
は
、
９
月
15
日
に
お
い
て

満
77
歳
、
満
88
歳
及
び
１
０
０
歳
以

上
の
者
で
あ
っ
て
、
８
月
１
日
現
在
、

県
（
町
）
内
に
在
住
す
る
方
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

●
山
梨
県
敬
老
祝
金
支
給
額

77
歳
（
喜
寿
）
３
、
０
０
０
円

88
歳
（
米
寿
）
５
、
０
０
０
円

１
０
０
歳
以
上
５
０
、
０
０
０
円

（
県
祝
金
は
、
１
０
０
歳
該
当
者
に
つ

い
て
は
、
当
該
年
度
の
３
月
31
日
に

お
い
て
満
１
０
０
歳
以
上
の
者
）

●
西
桂
町
敬
老
祝
金
支
給
額

77
歳
（
喜
寿
）
３
、
０
０
０
円

88
歳
（
米
寿
）
５
、
０
０
０
円

１
０
０
歳
以
上
５
０
、
０
０
０
円

●
町
敬
老
祝
品
に
つ
い
て
は
、
90
歳

以
上
の
長
寿
者
に
贈
ら
れ
ま
す
。

第
17
回
富
士
五
湖
広
域

住
民
交
流
ス
ポ
ー
ツ
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

職
場
の
仲
間
、
友
達
、
家
族
と

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
さ
わ

や
か
な
汗
を
流
そ
う
！

日
　
時

11
月
12
日

参
加
対
象

富
士
五
湖
地
域
に
在
住

若
し
く
は
勤
務
し
て
い
る
方
（
大
学

生
で
バ
レ
ー
部
に
所
属
し
て
い
る
方

は
除
く
。）

申
し
込
み

所
定
の
申
込
書
に
ご
記

入
の
上
、
役
場
企
画
振
興
課
、
教
育

委
員
会
ま
た
は
富
士
五
湖
広
域
行
政

事
務
組
合
振
興
課
へ
お
申
し
込
み
下

さ
い
。（
申
し
込
み
用
紙
は
役
場
企
画

振
興
課
・
教
育
委
員
会
（
Ｙ
Ｌ
Ｏ
会

館
内
）
及
び
富
士
五
湖
広
域
行
政
事

務
組
合
に
あ
り
ま
す
。）

申
し
込
み
期
間

平
成
18
年
９
月
１

日

〜
平
成
18
年
９
月
29
日

ま
で

※
た
だ
し
、
１
４
４
チ
ー
ム
に
達
し

た
時
点
で
締
切
と
な
り
ま
す

お
問
い
合
わ
せ

富
士
五
湖
広
域
行
政
事
務
組
合
　
　

２
３
―
５
２
７
０

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

2

住
民
福
祉
課

10人槽以下

11人槽～50人槽

第７条検査手数料

8,000円

10,000円

第11条検査手数料

4,000円

6,000円

検査手数料

企
画
振
興
課
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子
宮
が
ん
検
診

年
間
を
通
し
て
子
宮
が
ん
検
診
の

受
付
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す

対
象
者

20
歳
以
上
の
住
民

（
昭
和
62
年
４
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
女
性
）

申
込
み
方
法

自
己
負
担
金
を

持
参
の
う
え
、
い

き
い
き
健
康
福
祉

セ
ン
タ
ー
保
健
係

ま
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。
受
診
票
を

交
付
い
た
し
ま
す
。

い
き
い
き

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
検
診

平
成
18
年
度
よ
り
65
歳
以
上
の
検

診
が
変
わ
り
ま
し
た
。

循
環
器
検
診
と
運
動
機
能
測
定
等

を
行
い
、
生
活
機
能
低
下
を
早
期
に

発
見
す
る
た
め
の
検
診
で
す
。

対
象
者

65
歳
以
上
の
住
民
（
昭
和

17
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

検
診
日

10
月
４
日

・
５
日

受
付
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
前
９
時
45
分

申
込
み

い
き
い
き
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
保
健
係
ま
で
電
話
で
お
申
込
み

下
さ
い
。（
２
５
―
４
０
０
０
）

申
込
み
期
間

９
月
４
日

〜
８
日

※
定
員
の
関
係
で
検
診
日
を
変
更
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
下
さ
い
。

１
日
の
定
員
・
自
己
負
担
金
は
左

記
の
と
お
り
で
す
。

※
検
診
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
問
診

票
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

※
当
日
、
自
己
負
担
金
を
持
参
く
だ

さ
い

い
き
い
き
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
健
診
で

は
体
力
測
定
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

親
子
料
理
教
室

い
き
い
き
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
親
子
料
理
教
室
を
開
催
い
た

し
ま
す
。

料
理
が
得
意
な
人
、
ち
ょ
っ
と
苦

手
の
人
。
こ
の
機
会
に
料
理
を
覚
え

て
自
分
で
作
っ
て
見
ま
せ
ん
か
。

日
　
時

９
月
24
日

及
び
10
月
15
日

両
日
と
も
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

場
　
所

い
き
い
き
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
　
二
階
調
理
室

対
象
者

小
学
校
１
年
か
ら
６
年
生
親
子

参
加
費

無
料

（
15
組
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

お
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

９
月
15
日
（
金
）
ま
で
に
い
き
い

き
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
保
健
係
に
お

申
し
込
み
下
さ
い
。

西桂町役場 25-2121 教育委員会（YLO会館） 25-2941 いきいき健康福祉センター 25-4000

教
育
委
員
会

い
き
い
き
健
康

福
祉
セ
ン
タ
ー

自己負担金

子宮頚がん検査

1,500円

子宮頚体部検査

1,500円

循環器検診

喀 痰

胃 が ん

大 腸 が ん

肝 が ん

１日の定員

80人

問診より

80人

80人

80人

自己負担金

２,000円

500円

1,000円

500円

1,000円

費用

ピーター・マーティン先生

小中学校で３年間英語指導をし
ていたマーティン先生が、１学期
終了と共に、出身地のアメリカ・
シアトルに帰りました。
マーティン先生は、吉田のうどん

を食べ歩いたことで新聞紙上に取り上げられ、話
題となりました。日本の生活習慣では、靴を脱ぐ
場所なのか、そうでない場所なのか、慣れるまで
は、とても分かり難かったそうです。
シアトルから連れて来た猫と一緒に生活してい
ましたが、西桂町は、たいへん住み易いところだ
と、猫と共に感謝していました。帰国後は、数
学・科学の先生として教職に就くそうです。３年
間ありがとうございました。

ダニエル・ロズクシカ先生

２学期からは、アメリカ・シカ
ゴ出身で、現在23歳のダニエ
ル・ロズクシカ先生が新たに赴任
しました。
ダニエル先生は、日本へは、今回

で３度目の来日です。高校生のときは、
甲府商業高校に５ヶ月間留学し、大学生のときに
は、関西外国語大学に５ヶ月間留学していました。
日本語は、ゆっくり話してくれると少しは分かる
そうです。
指導形態は従来どおりで、小学校へは週１回、
それ以外は中学校で英語指導を行います。児童生
徒の国際理解や英語力が益々向上するものと期待
されるところです。
また、町内で会った際は、気軽に声を掛けてあげ
てください。

赴　任 帰　国
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保護者の申請に基づき一月を単位として支給します。
尚、請求は２年間有効です。
（一月分をまとめて、診療月の翌月以降に申請をしてください。）

西桂町役場 25-2121 教育委員会（YLO会館） 25-2941 いきいき健康福祉センター 25-4000

※左記の内容が記載されていない領収証、又はレシート等では医療費
を助成することができませんので、ご注意ください。（この場合、
受診した翌月の10日以降に医療機関で申請書の所定の欄に医療機
関からの証明を受けてください。）
※申請書は、お子さんごと・医療機関・診療月・入院・外来別に分け
て申請書に記入してください。
※入院の場合、社会保険事務所等に高額療養費や家族療養附加給付の
金額を照会するために、確約書（承諾書）が必要となります。
※平成18年４月１日から医療費の内容の分かる領収証の交付が医療
機関へ義務付けられています。
※平成18年７月１日診療分から「入院時食事療養費」は補助対象外
となります。

①小児の氏名

②診療年月日

③保険診療の内容及び保険点数

④入院した場合、入院期間

⑤保険外負担

⑥自己負担金

⑦医療機関名及び領収印

領収証には

対
象
者

西桂町に住所のある乳幼児の保護者
入院：未就学児（小学校入学前の３月診療分まで）

通院：5歳に達した月の診療分まで

（ただし、生活保護を受けている世帯及び重度心身障害者医療費・ひと

り親家庭医療費の助成を受けている方は除きます。）

助成金
の支給

乳幼児の疾病及び負傷に関し、保険診療を受けたときの自己負
担金を医療費助成金として支給します。ただし、下記の金額は
控除します。

①家族療養費付加金及び他の法令等の規定により医療費の給付を受けた場合は、その金額。
②乳幼児１人につき１月当たり700円（一部負担金が700円に満たないときはその額）
※保険診療対象外のもの（健康診断・予防接種・薬の容器代・文書料など）は助成対象外です。

★お子さんの保険証（保険証に変更があった場合は、写しを提出してください。）
★西桂町乳幼児医療費助成金支給申請書・請求書に必要事項を記入してください。
★申請には、領収証が必ず必要になります。

助成金の
支給方法

西桂町乳幼児医療費の請求及びお問合せは・・・
西桂町いきいき健康福祉センター　住民福祉課　保健係　 ２５-４０００
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い
き
い
き
交
流
会

今
年
度
に
入
り
、
３
地
区
に
お
い

て
い
き
い
き
交
流
会
が
始
ま
り
ま
し

た
。４

月
か
ら
柿
園
「
楓
会
」（
関
戸
ひ

で
み
会
長
）、
６
月
か
ら
上
町
下
「
さ

つ
き
会
」（
小
山
多
美
子
会
長
）、
７

月
か
ら
下
暮
地
「
鈴
の
音
会
」（
鈴
木

孝
子
会
長
）
と
そ
れ
ぞ
れ
ス
タ
ー
ト
。

こ
れ
で
全
地
区
に
広
が
り
ま
し
た
。

対
象
者
の
皆
さ
ん
も
、
交
流
会
を

支
え
て
く
だ
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ん
も
、
と
も
に
楽
し
め
る
交
流

会
が
今
後
も
展
開
さ
れ
て
い
く
こ
と

を
望
み
ま
す
。

身
障
福
祉
会

社
会
見
学
バ
ス

７
月
16
日
（
日
）、
会
員
さ
ん
と
そ

の
ご
家
族
の
皆
さ
ん
と
で
、
上
野
の

ア
メ
横
と
八
景
島
シ
ー
パ
ラ
ダ
イ
ス

に
出
掛
け
ま
し
た
。

前
日
ま
で
の
暑
さ
も
和
ら
ぎ
、
こ

の
時
期
に
し
て
は
過
ご
し
や
す
い
一

日
で
し
た
。

普
段
出
掛
け
る
機
会
の
少
な
い
会

員
の
皆
さ
ん
も
、
ご
家
族
の
皆
さ
ん

も
「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
出
来
た
」「
楽
し

か
っ
た
」
と
大
変
喜
ん
で
下
さ
い
ま

し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

定期の予防接種に該当しない年齢の者の救済措置として、任意の予防接種として、町負担により麻しん

及び風しんの単独原ワクチンを接種することができます。（町と契約した医療機関に限る。H19.3.31まで）

予防接種のご相談については、母子手帳及び配布済の予診票を持参のうえいきいき健康福祉センターま

でお越しください。

平成18年４月１日から、麻しん（はしか）と風しん対策をより一層強化するため、麻し

ん（はしか）と風しんの予防接種（混合ワクチン）の２回接種制度が導入されました。

平成18年６月２日から、予防接種法施行令の一部改正により、麻しん風しん混合ワクチ

ンの接種を、第１期及び第２期で実施していることに加え、麻しん及び風しんの単抗原ワク

チンを第１期及び第２期に接種できることとなりました。

★



絵手紙ボランティア「葉っぱの会」

毎月１回西桂デイサービスセンターにおいて、利

用者の皆さんと交流を図りながら、絵手紙の指導を

しています。

利用者の皆さんが書き上げる素敵な絵に、感動と

喜びを感じ

ながら活動

しています。

リフォームの会

町保健係で行っているマタニティークラスと母親
教室において、「赤ちゃんへのプレゼント作り」の
作品の発案
から指導ま
でをお手伝
いしていま
す。
お手伝い
をさせて頂
ける喜びと、
若いお母さ
ん方とのふ
れあいを大切にまた、楽しみにしながら活動してい
ます。

6

町
か
ら
の
お
知
ら
せ
・
お
知
ら
せ

西桂町役場 25-2121 教育委員会（YLO会館） 25-2941 いきいき健康福祉センター 25-4000

温かい善意を
ありがとうございます

（寄付順）

寄付者名　　　　物　　品

三　浦　勇さん　タオル30袋

西桂町役場さん　使用済み切手

西桂町ボランティア協会

７月27日（木）、富士吉田市の「慶
和荘」を訪問しました。
大正琴・舞踊・詩吟をとおして入所
者の皆さんと交流を図りました。
アンコールが出るほどどれも好評

で、ともに楽しい時間を過ごすことが
出来ました。

「
第
一
回
（
平
成
18
年

度
）
山
梨
県
人
権
標
語

コ
ン
テ
ス
ト
」
の
実
施

に
つ
い
て

山
梨
県
人
権
啓
発
活
動
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
協
議
会
（
構
成
員
山
梨
県
甲
府

市
甲
府
地
方
法
務
局
山
梨
県
人
権
擁

護
委
員
連
合
会
）
で
は
、
山
梨
県
教

育
委
員
会
の
後
援
を
得
て
、
左
記
要

領
に
よ
り
人
権
に
関
す
る
標
語
を
募

集
し
ま
す
。

１
、
募
集
対
象

山
梨
県
内
の
公
立
・

私
立
小
中
高
等
学
校
、
盲
学
校
、
ろ

う
学
校
、
養
護
学
校
に
在
学
す
る
児

童
生
徒
及
び
15
歳
以
上
の
山
梨
県
内

に
在
住
・
在
勤
す
る
者

２
、
募
集
期
間

９
月
12
日

〜
12
月
11
日

３
、
応
募
方
法
及
び
賞
の
授
与

応
募
票
及
び
官
製
ハ
ガ
キ
に
よ
り

郵
送
若
し
く
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
事
務
局

に
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。（
当
日
消

印
有
効
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
当
日
到
着
分

ま
で
）
応
募
点
数
は
、
一
人
一
点

ま
で
。

作
品
に
は
、
必
ず
郵
便
番
号
・
住

所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
匿
名
希

望
の
有
無
・
年
齢
・
性
別
・
職
業

（
学
校
名
及
び
学
年
）
・
電
話
番

号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
小
学

生
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
等
と
一

緒
に
考
え
た
作
品
で
も
応
募
可
能

で
す
。

各
部
門
（
小
学
生
部
門
、
中
学

生
・
高
校
生
部
門
、
一
般
部
門
）

の
最
優
秀
賞
１
編
、
優
秀
賞
５
編

に
賞
状
お
よ
び
記
念
品
（
ト
ロ
フ

ィ
ー
、
楯
等
）
を
贈
呈
い
た
し
ま

す
。
各
賞
の
発
表
は
平
成
19
年
１

月
下
旬
。

４
、
留
意
事
項

作
品
は
、
標
語
形
式
に
よ
る
未
発

表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

応
募
作
品
は
、
返
却
い
た
し
ま
せ

ん
。

応
募
作
品
の
著
作
権
は
、
す
べ
て

主
催
者
に
帰
属
し
ま
す
。

入
選
作
品
は
標
語
作
品
集
の
作
成

や
各
種
人
権
啓
発
活
動
に
有
効
に

活
用
し
ま
す
。
な
お
作
品
を
し
よ

う
す
る
際
に
は
、
匿
名
希
望
の
有

無
を
確
認
し
て
、
匿
名
希
望
者
は

氏
名
及
び
年
齢
等
は
公
表
い
た
し

ま
せ
ん
。
ま
た
、
使
用
す
る
作
品

の
誤
字
、
脱
字
な
ど
は
一
部
修
正

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

甲
府
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課
　

０
５
５
―
２
５
２
―
７
２
３
９
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お
知
ら
せ

福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
対
策
講
座

〜
高
齢
者
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

「
住
ま
い
づ
く
り
」
を
提
案

で
き
る
公
的
資
格
〜

現
在
、
高
齢
社
会
の
進
行
が
叫
ば

れ
る
中
で
、
福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
へ
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て

お
り
ま
す
。
福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
は
、
高
齢
者
ニ
ー
ズ
に

的
確
に
応
え
る
「
住
ま
い
づ
く
り
」

を
提
案
で
き
る
技
能
が
あ
る
と
認
め

る
公
的
資
格
で
す
。
こ
れ
か
ら
高
齢

社
会
へ
移
行
し
て
い
く
中
に
お
い
て
、

福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に

対
す
る
需
要
は
今
後
、
ま
す
ま
す
増

す
も
の
と
見
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
３
級
受
験
対
策
を
行
い

ま
す
の
で
、
奮
っ
て
の
ご
参
加
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

主
　
催

西
桂
町
商
工
会
・
西
桂
町
建

築
技
能
者
部
会

日
　
時

９
月
20
日
（
水
）
、
21
日

（
木
）、
26
日
（
火
）、
27
日
（
水
）
の

合
計
４
日
間

各
日
、
午
後
７
時
〜
午
後
10
時

場
　
所

西
桂
町
商
工
会
１
階
会
議

室
　

定
　
員

30
名
（
定
員
に
な
り
次
第
、

締
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

講
　
師

真
田
幸
穂
（
有
）
や
す
ら

ぎ
本
舗
代
表
取
締
役
・
産
業
大
学
校

専
任
講
師

内
　
容

①
福
祉
と
住
環
境
の
連
携

②
福
祉
住
環
境
の
整
備
に
必
要
な
理

論
と
実
践

③
そ
の
他

対
象
者

「
建
築
業
を
営
む
事
業
所
」

及
び
「
地
域
住
民
」
の
方

参
加
費
用

１
人
　
２
、
１
０
０
円
　
　

（
テ
キ
ス
ト
代
）

申
込
方
法

９
月
12
日
（
火
）
迄
に

お
電
話
で
商
工
会
ま
で
お
申
し
込
み

下
さ
い
。

２
５
―
２
０
１
５

な
お
、
福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
３
級
試
験
の
申
込
み
締
切
り

は
10
月
13
日
と
な
り
ま
す
。
申
込
み

に
つ
い
て
は
、
各
自
で
お
願
い
し
ま

す
。西

桂
町
・
西
桂
町
商
工
会

「
ま
ち
の
名
人
」
・
「
認

証
モ
デ
ル
企
業
」
募
集

◆
「
ま
ち
の
名
人
」
募
集
内
容

１
、
目
的

西
桂
町
民
等
を
対
象
に

分
野
を
問
わ
ず
優
れ
た
技
術
を
つ
人

を
「
ま
ち
の
名
人
」
と
し
て
認
定
し
、

そ
の
業
（
わ
ざ
）
を
さ
ま
ざ
ま
な
機

会
に
披
露
す
る
場
を
創
出
し
、
西
桂

町
全
体
の
地
域
振
興
に
繋
げ
て
い
く

こ
と
を
目
的
に
実
施
す
る
。

２
、「
ま
ち
の
名
人
」
認
定
要
件

次

の
各
要
件
を
満
た
す
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。

（
１
）
西
桂
町
民
も
し
く
は
西
桂
町
内

の
事
業
所
に
勤
務
し
て
い
る
者
、
ま

た
は
西
桂
町
内
に
て
活
動
し
て
い
る

団
体
で
あ
る
こ
と
。（
２
）
本
事
業
の

趣
旨
に
賛
同
し
、
事
業
に
協
力
的
で

あ
る
こ
と
。（
３
）
審
査
委
員
会
に
お

い
て
認
定
さ
れ
る
こ
と
。（
４
）
法
令

等
を
遵
守
し
て
い
る
者
で
あ
る
こ
と
。

３
、
募
集

「
ま
ち
の
名
人
」
の
認

定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
ま
た
は
団

体
は
、
自
薦
他
薦
に
よ
り
西
桂
町
商

工
会
長
に
対
し
て
以
下
の
各
書
類
を

提
出
す
る
こ
と
。（
本
事
業
へ
の
応
募

並
び
に
認
定
費
用
は
無
料
と
す
る
。）

（
１
）
西
桂
町
商
工
会
で
指
定
す
る
応

募
用
紙
。（
２
）
そ
の
他
審
査
委
員
会

で
指
定
し
た
も
の
。

４
、
認
定
書
交
付

認
定
さ
れ
た

「
ま
ち
の
名
人
」
に
は
、
西
桂
町
長
並

び
に
西
桂
町
商
工
会
長
か
ら
認
定
書

が
交
付
さ
れ
る
。

◆
「
認
証
モ
デ
ル
企
業
」
募
集

内
容

１
、
目
的

西
桂
町
の
産
業
基
盤
を

支
え
て
い
る
町
内
の
事
業
所
を
対
象

と
し
て
、
町
並
び
に
商
工
会
が
モ
デ

ル
企
業
の
認
定
を
行
な
い
、
当
該
企

業
の
経
営
面
の
育
成
並
び
に
向
上
を

図
る
こ
と
に
よ
り
、
西
桂
町
全
体
の

産
業
振
興
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
を
目

的
と
し
て
認
定
モ
デ
ル
企
業
を
募
集

す
る
。

２
、
モ
デ
ル
認
証
要
件

次
の
各
要

件
を
満
た
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

（
１
）
西
桂
町
に
所
在
す
る
事
業
所
で

あ
る
こ
と
。（
２
）
本
事
業
の
趣
旨
に

賛
同
し
、
事
業
に
協
力
的
で
あ
る
こ

と
。（
３
）
法
令
等
を
遵
守
し
て
い
る

企
業
で
あ
る
こ
と
。（
４
）
法
人
税
等

町
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と
。

３
、
募
集

モ
デ
ル
企
業
の
認
証
を

受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
西
桂
町
商

工
会
長
に
対
し
て
以
下
の
各
書
類
を

提
出
す
る
こ
と
。（
本
事
業
へ
の
応
募

並
び
に
認
定
費
用
は
無
料
と
す
る
。）

（
１
）
西
桂
町
商
工
会
で
指
定
す
る
応

募
用
紙
。（
２
）
直
近
２
年
間
の
決
算

書
の
写
し
又
は
確
定
申
告
書
の
写
し

を
各
１
通
。（
３
）
町
税
完
納
証
明
書

１
通
。
但
し
、
西
桂
町
に
て
完
納
証

明
書
の
発
行
が
で
き
な
い
事
業
所
に

つ
い
て
は
、
本
社
・
自
宅
所
在
地
の

税
金
完
納
証
明
書
１
通
。

４
、
認
定
書
交
付

認
証
さ
れ
た
モ

デ
ル
企
業
に
は
、
西
桂
町
長
並
び
に

西
桂
町
商
工
会
長
か
ら
認
証
書
が
交

付
さ
れ
る
。

５
、
認
証
期
間

モ
デ
ル
企
業
の
認

証
期
間
は
２
年
間
と
す
る
。

「
ま
ち
の
名
人
」
・
「
認
証
モ
デ

ル
企
業
」
の
募
集
期
間
は
８
月
25
日

（
金
）
か
ら
９
月
25
日
（
月
）
と
な
っ

て
い
る
。

詳
細
並
び
に
応
募
用
紙
に
つ
い
て
は
、

西
桂
町
商
工
会
に
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

２
５
―
２
０
１
５

公
証
役
場
の
利
用
に
つ

い
て
10
月
１
日
か
ら
７

日
は
公
証
週
間
で
す
。

あ
な
た
の
大
切
な
財
産
を
守
る
た

め
、
国
の
機
関
で
あ
る
公
証
役
場
を

活
用
し
て
下
さ
い
。
公
証
役
場
は
遺

言
書
の
作
成
、
金
銭
・
土
地
建
物
の

賃
借
、
離
婚
に
伴
う
慰
謝
料
・
養
育

費
・
財
算
分
与
等
に
関
す
る
大
切
な

契
約
を
公
正
証
書
で
作
成
し
て
い
ま

す
。
公
正
証
書
作
成
の
た
め
の
相
談

（
秘
密
厳
守
）
は
無
料
で
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

場
　
所

大
月
公
証
役
場
　
大
月
市

御
太
刀
１
―
２
―
１
４
（
都
留
信
用

組
合
大
月
支
店
２
階
）

お
問
い
合
わ
せ
先

大
月
公
証
役
場

０
５
５
４
―
２
３
―
１
４
５
２

企
業
法
務
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
要
請
講
座
の
ご
案
内

企
業
が
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ

な
い
よ
う
、
経
営
戦
略
に
生
か
せ
る

法
務
関
係
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
存
在

が
重
要
で
す
。
み
な
さ
ん
も
講
座
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
　
時

９
月
６
日
〜
10
月
11
日
ま
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お
知
ら
せ

で
毎
週
水
曜
日
の
６
日
間
　
午
後
６

時
30
分
〜
８
時
30
分
ま
で

場
　
所

甲
府
市
中
小
河
原
町
４
０
３
―
１
　

（
南
交
付
警
察
署
前
）

お
問
い
合
わ
せ
先
　
（
独
）
雇
用
・

能
力
開
発
機
構
山
梨
セ
ン
タ
ー

０
５
５
―
２
４
２
―
３
０
６
１

山
梨
県
立
北
稜
高
等
学

校
か
ら
の
お
知
ら
せ

本
校
に
お
い
て
、
公
開
授
業
及
び

平
成
19
年
度
前
期
募
集
入
学
者
選
抜

説
明
会
を
次
の
と
お
り
開
催
い
た
し

ま
す
。

日
　
時

10
月
４
日

午
後
２
時
30
分
〜

場
　
所

山
梨
県
立
北
稜
高
等
学
校

対
　
象

中
学
校
教
員
・
保
護
者
及
び
一
般

◆
公
開
授
業

目
　
的

特
色
あ
る
系
列
の
授
業
を

見
学
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
校
を

理
解
し
て
い
た
だ
く
。

時
　
間

午
後
２
時
30
分
〜
午
後
３
時
20
分

場
　
所

各
教
室

◆
前
期
募
集
入
学
者
選
抜
説
明
会

目
　
的

よ
り
多
く
の
情
報
を
直
接

提
供
す
る
こ
と
で
、
前
期
入
試
に
つ

い
て
理
解
し
て
頂
く

時
　
間

午
後
３
時
30
分
〜

場
　
所

視
聴
覚
室

内
　
容

・
前
期
募
集
入
学
者
選
抜

募
集
要
領
の
説
明
・
質
疑
応
答

※
駐
車
場
が
限
ら
れ
て
お
り
ま
す
の

で
、
公
共
交
通
機
関
等
及
び
乗
り
合

わ
せ
に
て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

※
上
履
き
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

山
梨
県
立
北
稜
高
等
学
校

２
２
―
４
１
６
１
研
究
部
羽
田

健
康
科
学
大
学
文
化
祭

（
蒼
麓
祭
）
の
お
知
ら

せ
!!

月
　
日

10
月
７
日

８
日

場
　
所

健
康
科
学
大
学
（
富
士
河

口
湖
町
小
立
７
１
８
７
）

一
般
公
開

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
（
両
日
）

企
　
画

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
よ
る
講
演
会
、

各
学
科
で
学
ん
で
い
る
こ
と
の
紹
介

（
体
験
有
）、
模
擬
店
な
ど
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
！
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

る
と
思
い
ま
す
の
で
み
な
さ
ま
の
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

so
u
ro
k
u
2
0
0
6
.w
eb
.fc2
.co
m

を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

富
士
吉
田
職
業
訓
練
協

会
よ
り
松
の
庭
木
秋
の

手
入
れ
教
室
開
催
！

日
　
時

10
月
14
日

・
15
日

時
　
間

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

内
　
容

松
の
剪
定
と
簡
単
な
庭
木

の
秋
の
手
入
れ
方
法
を
学
び
ま
す
。

受
講
料

５
、
０
０
０
円

持
ち
物

手
バ
サ
ミ
・
刈
り
込
み
バ

サ
ミ
・
お
弁
当
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト

締
め
切
り

10
月
６
日
（
金
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
先

職
業
訓
練
法
人

富
士
吉
田
職
業
訓
練
協
会
　

２
２
―
５
２
１
４

ふ
じ
産
品
発
見
ウ
ィ
ー
ク

郡
内
地
域
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で

は
、
日
頃
か
ら
県
内
地
場
産
業
製
品

の
ご
愛
用
を
は
じ
め
、
当
セ
ン
タ
ー

へ
の
来
館
、
施
設
の
利
用
に
感
謝
す

る
と
と
も
に
、
当
地
域
の
代
表
的
な

地
場
産
業
で
あ
る
織
物
の
Ｐ
Ｒ
と
し

て
「
ふ
じ
産
品
発
見
ウ
ィ
ー
ク
」
を

開
催
し
ま
す
。
ご
家
族
、
お
友
達
、

ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
お
出

か
け
下
さ
い
。

◆
郡
内
織
物
展

期
　
間

９
月
16
日

〜
18
日

３
日
間

時
　
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
　
所

郡
内
地
域
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
２
階
研
修
室

内
　
容

産
地
の
織
物
製
品
等
を
一

堂
に
集
め
た
展
示
会

◆
地
場
産
業
ま
つ
り

期
　
間

９
月
23
日

〜
24
日

２
日
間

時
　
間

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

場
　
所

郡
内
地
域
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

内
　
容

①
織
物
、
宝
飾
品
、
お
菓
子
、
ワ
イ

ン
な
ど
の
組
合
が
、
特
設
会
場
で

日
頃
の
ご
愛
顧
に
応
え
て
奉
仕
価

格
で
の
販
売
。
北
海
道
海
産
物
展

を
同
時
開
催

②
２
日
間
、
先
着
５
０
０
名
（
午
前
・

午
後
各
２
５
０
名
）
の
ご
来
場
者

に
高
原
野
菜
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

③
お
買
い
上
げ
の
皆
様
に
豪
華
景
品

が
当
た
る
お
楽
し
み
抽
選
会

④
手
織
・
し
ぼ
り
染
め
・
木
工
な
ど

の
ク
ラ
フ
ト
体
験
コ
ー
ナ
ー

⑤
１
万
個
の
積
木
や
カ
ン
バ
ッ
ジ
作

り
な
ど
の
「
子
供
わ
く
わ
く
広
場
」

⑥
飲
食
コ
ー
ナ
ー

な
ど
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
！

皆
様
の
ご
来
場
を
心
か
ら
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

郡
内
地
域
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

２
４
―
４
４
０
６

社
会
保
険
労
務
士

無
料
相
談
会
開
催
の

お
知
ら
せ

個
人
・
事
業
者
の
方
で
、
つ
ぎ
の

よ
う
な
悩
み
・
相
談
ご
と
を
お
持
ち

の
方
は
遠
慮
な
く
ご
相
談
に
ご
来
場

く
だ
さ
い
。
専
門
の
社
会
保
険
労
務

士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
な
お
、
相

談
者
の
秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。

１
、
事
業
主
又
は
従
業
員
か
ら
の
労

務
問
題
に
つ
い
て
の
相
談

２
、
年
金
・
健
康
保
険
に
つ
い
て
、

手
続
き
や
請
求
方
法
な
ど
に
つ

い
て
の
相
談

３
、
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
に
つ
い

て
、
手
続
き
や
請
求
方
法
な
ど

に
つ
い
て
の
相
談

４
、
労
働
時
間
短
縮
、
就
業
規
則
の

作
成
・
改
正
、
安
全
衛
生
法
な

ど
に
つ
い
て
の
相
談

５
、
女
性
雇
用
管
理
、
パ
ー
ト
タ
イ

ム
労
働
、
男
女
雇
用
機
会
均
等

法
、
育
児
・
介
護
休
業
制
度
な

ど
に
つ
い
て
の
相
談

６
、
労
働
管
理
の
改
善
、
各
種
公
的

助
成
金
の
請
求
な
ど
に
つ
い
て

の
相
談



お
知
ら
せ

日
時
・
会
場

・
10
月
11
日

午
前
10
時
〜
午
後

４
時
　
県
民
情
報
プ
ラ
ザ
１
Ｆ
（
甲

府
市
丸
の
内
）

・
10
月
14
日

午
前
10
時
〜
午
後

３
時
　
都
留
市
　
ふ
る
さ
と
会
館
（
都

留
市
中
央
）

・
10
月
15
日

午
前
10
時
〜
午
後

４
時
　
オ
ギ
ノ
リ
バ
ー
シ
テ
ィ
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
（
中
央
市
山
之

神
）

・
10
月
20
日

午
前
10
時
〜
午
後

４
時
　
石
和
保
険
福
祉
セ
ン
ナ
ー

（
笛
吹
市
石
和
町
）

お
問
い
合
わ
せ
先

山
梨
県
社
会
保

険
労
務
士
会
事
務
局

０
５
５
―
２
５
３
―
４
０
０
４

出
張
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
を

開
催
し
ま
す
。

若
者
の
就
職
活
動
を
応
援
す
る

「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
や
ま
な
し
」
が
富
士

吉
田
市
、
大
月
市
に
出
張
し
、
各
種

就
職
関
連
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

就
職
を
お
考
え
の
若
者
の
皆
さ
ん
、

是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
富
士
吉
田
会
場
（
富
士
吉
田

市
民
会
館
）

・
就
職
活
動
応
援
セ
ミ
ナ
ー

９
月
12
日

、
13
日

午
前
の
部
　
10
時
〜
午
後
０
時
30
分

午
後
の
部
　
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

・
個
別
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
職
業
適

性
診
断
、
職
業
紹
介
な
ど

９
月
22
日

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

◇
大
月
会
場
（
大
月
市
民
会
館
）

・
就
職
活
動
応
援
セ
ミ
ナ
ー

10
月
11
日

、
12
日

午
前
の
部
　
10
時
〜
午
後
０
時
30
分

午
後
の
部
　
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

・
個
別
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
職
業
適

性
診
断
、
職
業
紹
介
な
ど
10
月
13

日

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

対
　
象

概
ね
15
歳
か
ら
34
歳
ま
で

の
若
年
者(
失
業
者
、
転
職
希
望
者
、

フ
リ
ー
タ
ー
、
大
学
生
、
短
大
生
、

専
門
学
校
生
、
高
校
生)

参
加
費

無
　
料

お
問
い
合
わ
せ
先

県
労
政
雇
用
課

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
や
ま
な
し

０
５
５
―
２
２
３
―
４
５
１
０

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
、
９

月
21
日
（
木
）
か
ら
９
月
30
日
（
土
）

ま
で
の
10
日
間
に
お
い
て
実
施
さ
れ

ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
広
く
県
民
に
交
通

安
全
思
想
の
普
及
・
浸
透
を
図
り
、

交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い
交
通

マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
付
け
る
と
と

も
に
、
県
民
自
身
に
よ
る
道
路
交
通

環
境
の
改
善
に
向
け
た
取
組
を
推
進

す
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通
事
故
防
止

の
徹
底
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

運
動
の
基
本
を
「
高
齢
者
の
交
通
事

故
防
止
」
と
し
な
が
ら

１
、
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・

自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防

止
（
特
に
、
子
ど
も
と
高
齢
者

を
中
心
と
し
て
）（
全
国
重
点
）

２
、
後
部
座
席
を
含
む
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正

し
い
着
用
の
徹
底
（
全
国
重
点
）

３
、
飲
酒
運
転
等
悪
質
・
危
険
な
運

転
の
追
放
（
本
県
重
点
）

の
３
項
目
を
重
点
と
し
て
実
施
さ
れ

ま
す
。

県
民
の
皆
さ
ん
、
交
通
ル
ー
ル
を

守
り
、
安
全
で
快
適
な
交
通
環
境
を

作
っ
て
い
く
た
め
に
、
こ
の
運
動
に

積
極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

お
問
い
合
わ
せ
先

警
察
本
部
交
通
企
画
課

０
５
５
―
２
３
５
―
２
１
２
１

食
の
安
全
・
安
心
推
進

月
間

９
月
は
「
食
の
安
全
・
安
心
推
進

月
間
」
で
す
。

食
は
私
た
ち
が
、
生
活
し
て
い
く

う
え
で
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
も

の
で
す
が
、
今
、
食
の
安
全
性
が
問

わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
食
生
活
や
食
の
安

全
・
安
心
に
つ
い
て
考
え
て
み
て
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
食
品
関
係
者
の
皆
さ
ん
は
、

安
全
性
を
再
確
認
し
て
い
た
だ
き
、

安
全
で
安
心
で
き
る
食
品
の
提
供
を

心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、「
食
品
安
全
１
１
０
番
」
で
、

皆
さ
ん
か
ら
の
食
品
の
表
示
や
安
全

性
に
関
す
る
相
談
や
情
報
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
電

話
く
だ
さ
い
。

食
品
安
全
１
１
０
番

食
品
の
表
示
や
安
全
に
関
す
る
相

談
や
情
報
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

０
５
５
―
２
２
３
―
１
６
３
８
　

受
付
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
（
平
日
）

お
問
い
合
わ
せ
先

県
食
の
安
全
・
食
育
推
進
室

０
５
５
―
２
２
３
―
１
５
８
８
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この宝くじの収益金は市町村の明るい街づくりや環境対策、高齢化対策など地域住民の福祉向上のために使われます。

オータムジャンボ宝くじの賞金は、

１等・前後賞合わせて２億円！
●１等　１億5,000万円/前後賞各2,500万円
●２等　1,000万円
●３等　100万円　

発売期間は

９月25日（月）～
10月13日（金）



10

フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス

７月15日（土）すいか割りを行いました。「パッチ

リおめめ」「ハートの目」など手作りのアイマスクで

目隠をし、見ているまわりの人も楽しめました。

「右！左！」のかけ声を聞き右往左往しながらすいか

を目指して歩きました。みごと真っ二つに割れ大歓

声 ! ! 天気もよく、すいか割りには最高の日でした。

児童館活動報告
８月３日（木）・４日（金）

三ッ峠グリーンセンターにおい
て自然体験キャンプを行いまし
た。
苦労して打ったそばや、お腹
いっぱいになるまで食べたバー
ベキュウ。地図を片手に各ポイ
ントを探しクイズに答えながら
歩いた肝だめしと日頃の学校生
活では味わえない体験をしてき
ました。大好きな友達と過ごし
た２日間は夏休み
の楽しい思い出
となった事と
思います。



11

フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス

保育所

７月５日（水）プール開きが行

われ、子ども達が楽しみにしてい

た季節がやってきました。水が苦

手な子ども達も友達と泥んこにな

ったり色水あそびをし、いつの間

にか水に触れる楽しさを感じるこ

とが出来ました。

７月24日（月）「けし

丸君」が来所しました。

ミニ消防車の試乗やビ

デオ鑑賞、消火訓練を

体験し消防士さんの大

変さや火事を起こさな

い為の大切な事につい

て学びました。
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人口と世帯
平成18年８月１日現在

男 ２,４２６人（±０）

女 ２,４７６人（＋３）

合計 ４,９０２人（＋３）

世帯 １,５０３世帯（－４）

お
め
で
た
（
誕
生
）

保
護
者

倉
　
見
　
古
　
屋
　
建
　
昇
　
幸
志

柿
　
園
　
加
　
藤
　
は
　
な
　
英
樹

柿
　
園
　
杉
　
田
　
陽
　
夏
　
政
徳

上
　
町
　
井
　
上
　
　
　
翼
　
知
哉

上
　
町
　
天
　
野
　
智
　
哉
　
幸
司

上
　
町
　
渡
　
邉
　
吏
　
輝
　
和
彦

下
暮
地
　
渡
　
邉
　
理
　
奈
　

等

お
し
あ
わ
せ
に
（
結
婚
）

上
　
町
　

田
　
村

将
　
則
　

甲
府
市

幡
　
野

裕
　
子

お
く
や
み
（
死
亡
）

親
族

本
　
町
　
渡
　
邊
　
俊
　
雄

洋

柿
　
園
　
定
　
月
　
は
な
子
　
兼
次

下
暮
地
　
郷
　
田
　
守
　
衛
　
盛
直
　

７
月
届
出

行
事
予
定
・
人
の
う
ご
き

慶

弔

（


